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室内ユニット側に据付報告書と保証書がセットになって入っています。据付けをされる方は全項目を書き入れ
捺印のうえ、報告してください。詳しくは、「4-2. 届出・報告事項」項を参照してください。

この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。据付工事の
前に、この説明書を必ずお読みください。
• 据付けの前に室外ユニットに付属している据付工事説明書をお読みください。
• 「据付工事説明書」は大切に保管してください。
• 添付別紙の「三菱電機 ご相談窓口・修理窓口のご案内」は大切に保管してください。
• お客様ご自身では、据付けないでください。（安全や機能の確保ができません。）
• ユニットを50Hz地区で使用する場合は、制御箱内のファンモータ周波数切換コネクターを差し換えてくだ
さい。（詳細は30ページを参照してください。）
• この製品は、日本国内用に設計されていますので、国外では使用できません。また、アフターサービスもでき
ません。 
This appliance is designed for use in Japan only and the contents in this document cannot 
be applied in any other country. No servicing is available outside of Japan.

据付工事説明書（販売店・工事店様用）

三菱電機店舗・事務所用
パッケージエアコン
室内ユニット
形名

PF-RP224BA15
PF-RP280BA15

冷媒 R410A対応
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安全のために必ず守ること

安全のために必ず守ること安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、据付けてください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事
をされる方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しくだ
さい。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格を保有する者が行うこと。
気密試験は以下のいずれかの資格を保有する者が行うこと。
第一種冷凍機械責任者免状
第一種冷凍空調技士資格
ろう付け作業は以下のいずれかを満たす者が行うこと。
冷凍空気調和機器施工技能士資格を保有する者（1級及び2級に限る）
ガス溶接技能講習を修了した者
その他厚生労働大臣が定めた者

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそ
れのあるもの

（一般禁止） （火気禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止）

（一般指示） （アース線を
必ず接続せよ）

一般事項

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
いこと。

禁止

使用時・修理時・廃棄時などに、破裂・
爆発・火災のおそれあり。
法令違反のおそれあり。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。

ID4555_A_PL_室内_R410_IM.pdf

以下の特殊な場所に据え付けないこと。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーを頻繁に使用するところ
可燃ガスの漏れるおそれがあるところ
炎の近くや火の粉が飛び散るところ
車両・船舶など移動するところ
高周波を発生する機械を使用するとこ
ろ
塩分の多いところ

　

禁止

性能低下・腐食による冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・故障・発煙・火災の
おそれあり。

改造はしないこと。 　

禁止

冷媒漏れ・水漏れ・けが・感電・火災の
おそれあり。

運転中および運転停止直後の冷媒配管・
冷媒回路部品に素手で触れないこと。

　

接触禁止

冷媒は循環過程で低温または高温になる
ため、素手で触れると凍傷・火傷のお
それあり。

ユニットを水・液体で洗わないこと。 　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。 　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、ス
イッチ・ボタンを操作したりしないこ
と。

　

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

換気をよくすること。 　

換気を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
冷媒が火気に触れた場合、有毒ガス発生
のおそれあり。

端子箱や制御箱のカバーまたはパネル
を取り付けること。

　

指示を
実行

ほこり・水による感電・発煙・発火・火
災のおそれあり。

ユニットが、固定されていることを確
認すること。

　

指示を
実行

不備がある場合、ユニットが転倒・落下
し、けがのおそれあり。

基礎・据付台が傷んでいないか定期的
に点検すること。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下によるけがのおそ
れあり。

ユニットの廃棄は、専門業者に依頼す
ること。

　

指示を
実行

充てんした油や冷媒を取り除いて廃棄し
ないと、環境破壊・火災・爆発のおそ
れあり。

パネルやガードを外したまま運転しな
いこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがの
おそれあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあ
り。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しないこと。

　

使用禁止
保存品が品質低下するおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財が
ぬれるおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。

ID4555_A_PL_室内_R410_IM.pdf
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安全のために必ず守ること

安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、据付けてください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事
をされる方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しくだ
さい。

電気配線工事は「第一種電気工事士」の資格を保有する者が行うこと。
気密試験は以下のいずれかの資格を保有する者が行うこと。
第一種冷凍機械責任者免状
第一種冷凍空調技士資格
ろう付け作業は以下のいずれかを満たす者が行うこと。
冷凍空気調和機器施工技能士資格を保有する者（1級及び2級に限る）
ガス溶接技能講習を修了した者
その他厚生労働大臣が定めた者

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそ
れのあるもの

（一般禁止） （火気禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止）

（一般指示） （アース線を
必ず接続せよ）

一般事項

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
いこと。

禁止

使用時・修理時・廃棄時などに、破裂・
爆発・火災のおそれあり。
法令違反のおそれあり。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。
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以下の特殊な場所に据え付けないこと。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーを頻繁に使用するところ
可燃ガスの漏れるおそれがあるところ
炎の近くや火の粉が飛び散るところ
車両・船舶など移動するところ
高周波を発生する機械を使用するとこ
ろ
塩分の多いところ

　

禁止

性能低下・腐食による冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・故障・発煙・火災の
おそれあり。

改造はしないこと。 　

禁止

冷媒漏れ・水漏れ・けが・感電・火災の
おそれあり。

運転中および運転停止直後の冷媒配管・
冷媒回路部品に素手で触れないこと。

　

接触禁止

冷媒は循環過程で低温または高温になる
ため、素手で触れると凍傷・火傷のお
それあり。

ユニットを水・液体で洗わないこと。 　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

電気部品に水をかけないこと。 　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災のおそれあり。

ぬれた手で電気部品に触れたり、ス
イッチ・ボタンを操作したりしないこ
と。

　

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

換気をよくすること。 　

換気を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
冷媒が火気に触れた場合、有毒ガス発生
のおそれあり。

端子箱や制御箱のカバーまたはパネル
を取り付けること。

　

指示を
実行

ほこり・水による感電・発煙・発火・火
災のおそれあり。

ユニットが、固定されていることを確
認すること。

　

指示を
実行

不備がある場合、ユニットが転倒・落下
し、けがのおそれあり。

基礎・据付台が傷んでいないか定期的
に点検すること。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下によるけがのおそ
れあり。

ユニットの廃棄は、専門業者に依頼す
ること。

　

指示を
実行

充てんした油や冷媒を取り除いて廃棄し
ないと、環境破壊・火災・爆発のおそ
れあり。

パネルやガードを外したまま運転しな
いこと。 　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがの
おそれあり。
高電圧部に触れると、感電のおそれあ
り。
高温部に触れると、火傷のおそれあり。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しないこと。

　

使用禁止
保存品が品質低下するおそれあり。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らないこと。

　

禁止

運転停止から5分以上待つこと。
ユニットが故障し、水漏れにより家財が
ぬれるおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。
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安全のために必ず守ること

[2] 運搬・据付工事をするときに

[3] 据付工事をするときに

作業する場合は保護具を身に付けるこ
と。

　

指示を
実行

けがのおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

以下の場所にユニットを設置しないこ
と。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまる
と、火災・爆発のおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を
実行

けがのおそれあり。
「クギ」などの金属あるいは木片などに
触れると、けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を
実行

窒息事故のおそれあり。

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って実施すること。

　

指示を
実行

工事に不備がある場合、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災のおそれあり。
お客様ご自身での工事は、事故のおそれ
あり。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
うこと。

　

指示を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す。）

据付工事部品は、必ず付属部品および
指定の部品を使用すること。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故のお
それあり。

販売店または専門業者が当社指定の別
売品を取り付けること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れ・けが・感電・
火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下によるけがのおそ
れあり。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付けること。

　

指示を
実行

強度不足や取り付けに不備がある場合、
ユニットが転倒・落下し、けがのおそ
れあり。
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[4] 配管工事をするときに

ぬれて困るものの上に据え付けないこ
と。 　

据付禁止

湿度が80％を超える場合、露落ちによ
り天井・床がぬれるおそれあり。
ドレン出口が詰まっている場合、露落ち
により天井・床がぬれるおそれあり。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付けること。

　

指示を
実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ド
レン漏れのおそれあり。

配管工事をするときに

冷媒回路は、冷媒による冷媒置換をし
ないこと。真空ポンプによる真空引き
乾燥を行うこと。

　

禁止
指定外の気体が混入した場合、破裂・爆
発のおそれあり。

火気を近づけないこと。 　

火気禁止

冷媒が火気に触れた場合、有毒ガス発生
のおそれあり。

使用冷媒・配管径・配管の材質を確認
し、適合した肉厚の配管を使用するこ
と。

　

指示を
実行

不適合品を使用した場合、配管が損傷
し、冷媒が漏れ、酸素欠乏のおそれあ
り。

冷媒が漏れていないことを確認するこ
と。

　

指示を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
冷媒が火気に触れた場合、有毒ガス発生
のおそれあり。

配管接続部の断熱は気密試験後に行う
こと。

　

指示を
実行

断熱材をつけた状態で気密試験を行うと
冷媒漏れを検知できず、酸素欠乏のお
それあり。

再使用する既設冷媒配管に腐食・亀裂・
傷・変形がないことを確認すること。

　

指示を
実行

配管損傷・冷媒漏れ・酸素欠乏のおそれ
あり。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を
実行

水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレンホースの接続には、日本水道協
会規格品のビニール管用接着剤を使用
すること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を
実行

不備がある場合、水垂れにより天井・床
がぬれるおそれあり。

配管は断熱すること。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれるおそれあ
り。
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安全のために必ず守ること

[2] 運搬・据付工事をするときに

[3] 据付工事をするときに

作業する場合は保護具を身に付けるこ
と。

　

指示を
実行

けがのおそれあり。

運搬・据付工事をするときに

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

禁止
けがのおそれあり。

据付工事をするときに

以下の場所にユニットを設置しないこ
と。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまる
と、火災・爆発のおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を
実行

けがのおそれあり。
「クギ」などの金属あるいは木片などに
触れると、けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を
実行

窒息事故のおそれあり。

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って実施すること。

　

指示を
実行

工事に不備がある場合、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災のおそれあり。
お客様ご自身での工事は、事故のおそれ
あり。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
うこと。

　

指示を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す。）

据付工事部品は、必ず付属部品および
指定の部品を使用すること。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故のお
それあり。

販売店または専門業者が当社指定の別
売品を取り付けること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れ・けが・感電・
火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下によるけがのおそ
れあり。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付けること。

　

指示を
実行

強度不足や取り付けに不備がある場合、
ユニットが転倒・落下し、けがのおそ
れあり。
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[4] 配管工事をするときに

ぬれて困るものの上に据え付けないこ
と。 　

据付禁止

湿度が80％を超える場合、露落ちによ
り天井・床がぬれるおそれあり。
ドレン出口が詰まっている場合、露落ち
により天井・床がぬれるおそれあり。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付けること。

　

指示を
実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ド
レン漏れのおそれあり。

配管工事をするときに

冷媒回路は、冷媒による冷媒置換をし
ないこと。真空ポンプによる真空引き
乾燥を行うこと。

　

禁止
指定外の気体が混入した場合、破裂・爆
発のおそれあり。

火気を近づけないこと。 　

火気禁止

冷媒が火気に触れた場合、有毒ガス発生
のおそれあり。

使用冷媒・配管径・配管の材質を確認
し、適合した肉厚の配管を使用するこ
と。

　

指示を
実行

不適合品を使用した場合、配管が損傷
し、冷媒が漏れ、酸素欠乏のおそれあ
り。

冷媒が漏れていないことを確認するこ
と。

　

指示を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
冷媒が火気に触れた場合、有毒ガス発生
のおそれあり。

配管接続部の断熱は気密試験後に行う
こと。

　

指示を
実行

断熱材をつけた状態で気密試験を行うと
冷媒漏れを検知できず、酸素欠乏のお
それあり。

再使用する既設冷媒配管に腐食・亀裂・
傷・変形がないことを確認すること。

　

指示を
実行

配管損傷・冷媒漏れ・酸素欠乏のおそれ
あり。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を
実行

水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレンホースの接続には、日本水道協
会規格品のビニール管用接着剤を使用
すること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を
実行

不備がある場合、水垂れにより天井・床
がぬれるおそれあり。

配管は断熱すること。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれるおそれあ
り。
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安全のために必ず守ること

[5] 電気工事をするときに

電気工事をするときに

電源用端子台に単線とより線や異なっ
たサイズの配線を併用して使用しない
こと。

　

禁止
使用した場合、ねじ緩み・接触不良によ
り発煙・発火・火災のおそれあり。

アース線は、ガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しないこと。

　

禁止
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発
火・火災・爆発のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

指示を
実行

伝わった場合、発熱・断線・発煙・発
火・火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

指示を
実行

発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

配線の接続はねじの緩みのないように
確実に行うこと。

　

指示を
実行

ねじ緩み・接触不良により発煙・発火・
火災のおそれあり。

電気工事をする前に、主電源を切るこ
と。

　

指示を
実行

けが・感電のおそれあり。

電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行うこと。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災のおそれあり。

電気配線には所定の配線を用い専用回
路を使用すること。

　

指示を
実行

電源回路容量不足や施工不備があると、
感電・故障・発煙・発火・火災のおそ
れあり。

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を
実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設
置すること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・
火災のおそれあり。

以下の正しい容量の遮断器を使用する
こと。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用した場合、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用すること。

　

指示を
実行

漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

むき配線が端子台の外にはみ出さない
ように接続すること。

　

指示を
実行

むき配線同士が接触した場合、感電・発
煙・発火・火災のおそれあり。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しない
こと。

　

アース
接続感電・ノイズによる誤動作・発煙・発

火・火災・爆発のおそれあり。
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[6] 移設・修理をするときに

冷媒配管をアース線として流用する場
合は、以下に適合した配管材料を使用
すること。
冷媒配管　JIS H3300「銅及び銅合
金継目無管」のC1220のリン脱酸
銅
配管継手　JIS B 8607

　

指示を
実行

アース接続不良により感電のおそれあ
り。

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止
冷媒漏れ・水漏れ・けが・感電・火災の
おそれあり。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
すること。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れのおそれあり。
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安全のために必ず守ること

[5] 電気工事をするときに

電気工事をするときに

電源用端子台に単線とより線や異なっ
たサイズの配線を併用して使用しない
こと。

　

禁止
使用した場合、ねじ緩み・接触不良によ
り発煙・発火・火災のおそれあり。

アース線は、ガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しないこと。

　

禁止
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発
火・火災・爆発のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

指示を
実行

伝わった場合、発熱・断線・発煙・発
火・火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

指示を
実行

発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

配線の接続はねじの緩みのないように
確実に行うこと。

　

指示を
実行

ねじ緩み・接触不良により発煙・発火・
火災のおそれあり。

電気工事をする前に、主電源を切るこ
と。

　

指示を
実行

けが・感電のおそれあり。

電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行うこと。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災のおそれあり。

電気配線には所定の配線を用い専用回
路を使用すること。

　

指示を
実行

電源回路容量不足や施工不備があると、
感電・故障・発煙・発火・火災のおそ
れあり。

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を
実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設
置すること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・
火災のおそれあり。

以下の正しい容量の遮断器を使用する
こと。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用した場合、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用すること。

　

指示を
実行

漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

むき配線が端子台の外にはみ出さない
ように接続すること。

　

指示を
実行

むき配線同士が接触した場合、感電・発
煙・発火・火災のおそれあり。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しない
こと。

　

アース
接続感電・ノイズによる誤動作・発煙・発

火・火災・爆発のおそれあり。
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[6] 移設・修理をするときに

冷媒配管をアース線として流用する場
合は、以下に適合した配管材料を使用
すること。
冷媒配管　JIS H3300「銅及び銅合
金継目無管」のC1220のリン脱酸
銅
配管継手　JIS B 8607

　

指示を
実行

アース接続不良により感電のおそれあ
り。

移設・修理をするときに

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止
冷媒漏れ・水漏れ・けが・感電・火災の
おそれあり。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
すること。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れのおそれあり。
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1.使用部品

1. 使用部品
1-1. 同梱部品

本ユニットには下記部品が同梱されておりますので据付前に確認してください。

No. 品名 個数

D-1

5.5×20木ねじ

4

D-2

パイプカバー（太）

1

D-3

パイプカバー（細）

1

No. 品名 個数

D-4

ドレンホース

1

D-5

ホースバンド

2

D-6

ゴムブッシュ

2

1-2. 別売部品
以下の部品は、三菱電機指定の純正部品を使用してください。
形名は変更する場合があります。最新形名は総合カタログを参照してください。

使用数はそれぞれ１です。
No. 品名 PF-RP224BA15 PF-RP280BA15
P-1 配線リプレースキット PAC-SG96HR

1-3. 一般市販部品
部品仕様の詳細は「2-3. 一般市販部品の仕様」参照（12ページ）

No. 品名 使用数 仕様
S-1 電源配線、リモコン配線 適量 「6-2. 電気配線工事」参照
S-2 漏電遮断器 1以上 「6-2. 電気配線工事」参照
S-3 手元開閉器または配線用遮断器 １以上 「6-2. 電気配線工事」参照
S-4 冷媒配管 適量 「2-3-1. 冷媒配管・ドレン配管」参照
S-5 冷媒配管継手 適量 「2-3-1. 冷媒配管・ドレン配管」参照
S-6 アンカーボルト 4本 M8またはM10
S-7 断熱材 適量 「2-3-2. 断熱材」参照
S-8 ドレンホース接続用接着剤 適量 日本水道協会規程品のビニール管用接着剤
S-9 ろう材、フラックス 適量 「2-3-4. ろう材」「2-3-5. フラックス」参照
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1.使用部品

1-4. 別売品
以下の部品は、三菱電機指定の純正部品を使用してください。
形名は変更する場合があります。最新形名は総合カタログを参照してください。

No. 品名 形名 使用数
B-1 MAリモコン PAR-41MA ※1
B-2 ワイヤレスリモコン リモコン本体：PAR-SC3UA，受光アダプタ：PAR-SA9PA2 ※1

※1 使用数は、据付場所により異なります。据付場所の制御仕様に従ってください。

1-5. 製品の外形（各部の名称）

MITSUBISHI

設定温度 運転/停止 

吸込口
（吸込グリル）

エアフィルター
（吸込グリル内部）

吹出口
（左右風向ルーバー）

フィルターカバー

上下風向ベーン

操作部

1-6. 製品の運搬と開梱
1-6-1. 製品の運搬

• 室内ユニットは、据付場所まで梱包のままで搬入してください。またユニットに傷をつけないようにして
ください。
• 室内ユニットに足を掛けないでください。
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2.使用箇所（据付工事の概要）

2. 使用箇所（据付工事の概要）
2-1. 使用部品の取付位置
「4-1-2. 室内ユニットの据付（19ページ）」「5-2-2. ドレン配管工事の手順（23ページ）」「5-3. 断熱施
工（24ページ）」を参照してください。

2-2. 従来据付工事方法との相違
従来機から据付工事方法に変更はありません。

2-3. 一般市販部品の仕様
2-3-1. 冷媒配管・ドレン配管

冷媒配管をアース線として流用する場
合は、以下に適合した配管材料を使用
すること。
冷媒配管　JIS H3300「銅及び銅合
金継目無管」のC1220のリン脱酸
銅
配管継手　JIS B 8607

　

指示を
実行

アース接続不良により感電のおそれあ
り。

[1] 冷媒R410A使用機器使用上のお願い
• 冷媒配管はJIS H3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220 のリン脱酸銅を、配管継手はJIS B 8607 
に適合したものを使用してください。配管・継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ごみ・切粉・油脂・水
分が付着していないことを確認してください。 
冷凍機油劣化・圧縮機故障のおそれがあります。
• 既設配管を使用する場合は以下に従ってください。
• フレアナットは製品に付属されているもの(JIS第2種)に交換してください。（フレア接続機種の場合）
また、フレア部は新たにフレア加工してください。
• 薄肉配管の使用は避けてください。（13ページ参照）
• 再使用しようとしている配管本体に腐食、亀裂、傷、変形などがないことを点検してください。また、断熱材、
支持部材等が著しく劣化していないか点検してください。劣化がある場合は補修または交換してください。

• 配管は屋内に保管し、取り付けやろう付け・フレア接続する直前まで両端を密封してください。継手はビ
ニール袋に包んで保管してください。 
冷媒回路内にほこり・ごみ・水分が混入した場合、熱交換器の損傷による水漏れや、冷凍機油の劣化・圧縮
機故障のおそれがあります。

（単位：mm）

形名
項目

224形 280形

冷媒配管
液管 φ9.52 φ12.7

ガス管 φ25.4 φ25.4

ドレン配管 VP-20（φ26）

• フレア接続部に塗布する冷凍機油は、エステル油またはエーテル油またはハードアルキルベンゼン油（少
量）を使用してください。 
鉱油が多量に混入すると冷凍機油劣化などの原因になります。 
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2.使用箇所（据付工事の概要）

ねじ部には塗布しないでください。
• 冷媒配管は、下表に示す肉厚のものを使用してください。また管および継手の内外面は美麗であり、使用上
有害な硫黄、酸化物、ごみ、切粉など（コンタミネーション）の付着がないことを確認してください。
• 下表記以外の薄肉配管は、使用しないでください。 

（単位：mm）

φ9.52 肉厚0.8 φ12.7 肉厚0.8
φ25.4 肉厚1.0

• 液冷媒で封入してください。 
ガス冷媒で封入するとボンベ内冷媒の組織が変化し、能力不足等の原因になります。
• 当社指定以外の冷媒は使用しないでください。 
封入冷媒の種類は室外ユニットに付属の据付工事説明書あるいは銘板に記載されています。 
指定以外（R22等）の冷媒を使用すると、塩素により冷凍機油劣化などの原因になります。
• 逆流防止器付真空ポンプを使用してください。 
冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍機油劣化などの原因になります。
• 下記の工具は冷媒R410A専用ツールを使用してください。 
冷媒R410A用として下表のツールが必要となります。 
お問い合わせは最寄りの「三菱電機システムサービス」へ連絡してください。

工具名（R410A用）
ゲージマニホールド フレアツール
チャージングホース 出し代調整用銅管ゲージ

ガス漏れ検知器 真空ポンプ用アダプター

トルクレンチ 冷媒充てん用電子はかり
セーフティチャージャー

• 工具類は適切な状態で管理してください。 
冷媒回路内にほこり、ごみ、水分などが混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。
• チャージングシリンダーを使用しないでください。 
チャージングシリンダーを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不足などの原因になります。
• 無酸化ろう付けをしてください。 
無酸化ろう付けをしないと、圧縮機の破損につながるおそれがあります。窒素置換による無酸化ろう付け
をしてください。市販の酸化防止剤は配管腐食や冷凍機油の劣化の原因になりますので使用しないでくだ
さい。 
詳細については、問い合わせてください。

2-3-2. 断熱材
断熱材は耐熱温度120℃・厚み15mm以上を選定してください。
• 最上階または高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にしてください。
• 客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。

2-3-3. 電源配線、リモコン配線
「6-2. 電気配線工事」の項参照（25ページ）

2-3-4. ろう材
ろう材はJIS指定の良質品を使用してください。
亜硫酸ガス濃度が高いなど、腐食性雰囲気では「銀ろう」にしてください。
低温ろうは強度が弱いため使わないでください。

2-3-5. フラックス
母材の種類、形状、ろう材の種類、ろう付けの方法などに応じて、適切なフラックスを使用してください。
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3.据付場所の選定

3. 据付場所の選定
[1] 室内ユニットと室外ユニットの組合せ

室内ユニットと室外ユニットの組合せは室外ユニット側の据付工事説明書を参照してください。

[2] 複数台設置する場合（グループ制御含む）
据付工事・サービスメンテナンス時に個々の室内・室外ユニットの組合せや、グループ制御時のユニットアド
レス（ユニット号機）の確認がしやすいように、室内ユニットの製品銘板に組合せ番号・記号が記入できますの
で利用してください。

[3] 別売部品の取付け

据付工事部品は、必ず付属部品および
指定の部品を使用すること。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故のお
それあり。

販売店または専門業者が当社指定の別
売品を取り付けること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れ・けが・感電・
火災のおそれあり。

3-1. 法規制・条例の遵守事項
法規制、地方条例などを遵守することを配慮して据付場所を選定してください。
• 各自治体で定められている騒音・振動等の設置環境に関する条例 

3-2. 公害・環境汚染への配慮事項
公害や環境に対し配慮して据付場所を選定してください。
• 据付けにあたっては、運転音に配慮して、振動が増大しない場所を選んでください。

3-3. 製品の機能性能を発揮するための事項

以下の場所にユニットを設置しないこ
と。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
のおそれがある場所

　

禁止可燃性ガスがユニットの周囲にたまる
と、火災・爆発のおそれあり。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付けること。

　

指示を
実行

強度不足や取り付けに不備がある場合、
ユニットが転倒・落下し、けがのおそ
れあり。
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3.据付場所の選定

3-3-1. 据付場所の環境と制限
• 吹出し空気が部屋全体に行き渡るところ。
• 据付け・サービス時の作業スペースが確保できるところ。
• 侵入外気の影響のないところ。
• 吹出し空気、吸込み空気の流れに障害物のないところ。
• 油の飛沫や蒸気のないところ。
• 粉の飛散のないところ。また、多量の蒸気のないところ。
• 酢（酢酸）を多量に使用しないところ。
• 可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれのないところ。
• 高周波を発生する機械のないところ。
• ノイズの影響のないところ。また、エアコン側から他の機器に影響のないところ。
• テレビ、ラジオより1m以上離れたところ。 
（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）
• 真下に食品・食器を置かないところ。
• 調理器具が発する熱の影響を受けないところ。
• フライヤーの真上など油・粉・蒸気などを直接、吸込むところには設置しないでください。
• 吹出口側に火災報知器（センサー部）が位置しないようにしてください。 
（暖房運転時に吹出し温風により火災報知器が誤作動するおそれがあります。）
• 酸性の溶液などを頻繁に使用するところは避けてください。
• 特殊なスプレー（硫黄系）などを頻繁に使用するところは避けてください。
• 海浜地区など特に塩分の多いところは避けてください。
• 室内ユニット周辺が高温多湿雰囲気（露点温度26℃以上）で、長時間運転されますと、室内ユニットに結露
する場合があります。 
そのような条件で使用する可能性がある場合は、室内ユニットの表面すべてに断熱材（10～20mm）を追
加し、結露しないようにしてください。
• 可燃性ガスのあるところは避けてください。
• 高圧配電線のあるところは避けてください。
• その他周囲の雰囲気が特殊なところは避けてください。
• 積雪により室外ユニットが塞がれるところは避けてください。 

ワイヤレスリモコン用受光アダプタ（別売品）
• 蛍光灯、白熱灯よりできるだけ離れたところ。 
（ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなることがあります。） 
 
お願い

• ユニットを病院・通信・放送設備がある所に据え付ける場合は、ノイズ対策をしてください。 
ノイズにより医療機器に悪影響を与え、医療行為を妨げるおそれがあります。 
ノイズにより映像放送の乱れ・雑音が生じるおそれがあります。 
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動
作のおそれがあります。
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3.据付場所の選定

3-3-2. 必要スペース
（単位：mm）

1
0
0
0

サービススペース

100 100

A

50（吸込みスペース）

30
0（
ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
る
程
度
）

変化寸法
224形 
280形 

1185
1400

MITSUBISHI

設定温度 運転/停止 

お願い
• 天井内配管・埋設配管の接続部には点検口を設けてください。 
点検できないおそれがあります。

3-4. 保守・点検に関する事項

改造はしないこと。ユニットの移設・
分解・修理は販売店または専門業者に
依頼すること。

　

禁止
冷媒漏れ・水漏れ・けが・感電・火災の
おそれあり。

基礎・据付台が傷んでいないか定期的
に点検すること。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下によるけがのおそ
れあり。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
すること。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れのおそれあり。

「3-3-2. 必要スペース」項のサービススペースを確保してください。

(1) 保守のおすすめ
適正な運転調整をしてください。
工事されたかたは装置を安全にかつ、長持ちさせるため、顧客と保守契約を結び、点検を実施するようお願い
します。

(2) 運転状態の定期的な確認
定期的にユニットの運転状態を確認してください。
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4.据付工事

4. 据付工事

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って実施すること。

　

指示を
実行

工事に不備がある場合、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災のおそれあり。
お客様ご自身での工事は、事故のおそれ
あり。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
うこと。

　

指示を
実行

冷媒が漏れた場合、酸素欠乏のおそれあ
り。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す。）

販売店または専門業者が当社指定の別
売品を取り付けること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れ・けが・感電・
火災のおそれあり。

地震に備え、所定の据付工事を行うこ
と。

　

指示を
実行

ユニットの転倒・落下によるけがのおそ
れあり。

4-1. 建物の工事進行度と施工内容
据付場所に据え付けられる状態になりましたら、据付工事をしてください。
別売部品および別売品の取付けは、その部品の取付説明書を確認してください。

4-1-1. 据付前の準備

[1] 外形寸法・転倒防止金具ピッチ・床面固定穴ピッチ
B 
C 

D

25

1
0
0

4
0
0

20
0

30

50
50

85

1
8
5
0

50～100調節可能 

転倒防止金具穴 
4-7×30長穴 

床面固定穴 

（単位:mm）

4-Ф12丸穴 

変化寸法 B C D
224形 1017 985 715
280形 1232 1200 930

MITSUBISHI

設定温度 運転/停止 
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4.据付工事

[2] 冷媒配管・ドレン配管・電線穴位置／分ダクト穴詳細
分ダクト穴を使用する場合は以下の作業をしてください。
• ノックアウトは連結部をニッパー等で切断してください。
• 断熱材は分ダクト穴に沿ってカッター等で切断してください。
• 断熱材切断面の繊維が飛散しないように、端面をコーキング処理してください。

（単位:mm）

65 65150150

10
26
0

4101055
55

85
85

10-Ф2.9穴 

分ダクト穴詳細 

サイドパネル穴詳細 

17
5

分ダクト穴（ノックアウト） 

E

200V電線穴 
（制御箱裏側）
低電圧電線穴 
（制御箱裏側）

制御箱 

 下配管穴（ユニット裏面） 

液管ФL（ろう付け） 

 配管穴Ф100
 使用できません 

 使用できません 

 室内外連絡線穴Ф27
 ドレン穴Ф30

●上図に示す穴はすべてノックアウト穴です。 
●反対側のサイドパネルにも同サイズ・同配管 
  （逆勝手）の穴があります。 
●上図のノックアウト穴は凸，反対側凹です。

 

 低電圧電線穴Ф27 
（リモコン線等） 

ガス管ФM（ろう付け）
 

K
H

F G

J

ドレン管：外径Ф27.2（VP-20)
ドレンホース：長さ250
ドレンホース端内径Ф26

前面 

背面 

160
190

110

3
3
9
4

1
0
31
6
8

282

11
0

22
5

24
2

80

 使用できません 

変化寸法 E F G H J K L M
224形 492.5

600

492.5

600

130

129

55

58

74

179

130

127

9.52

12.7

25.4

25.4280形 

MITSUBISHI

設定温度 運転/停止 

19
3

製品重心位置および製品質量

Z

Y
200X

G

（単位:mm）

形名 X（mm） Y（mm） Z（mm） 製品質量（kg）

224形 482.5 100 950 112

280形 590 100 950 121
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4.据付工事

4-1-2. 室内ユニットの据付

ユニットが、固定されていることを確
認すること。

　

指示を
実行

不備がある場合、ユニットが転倒・落下
し、けがのおそれあり。

梱包材は廃棄すること。 　

指示を
実行

けがのおそれあり。
「クギ」などの金属あるいは木片などに
触れると、けがのおそれあり。

梱包材は破棄すること。 　

指示を
実行

窒息事故のおそれあり。

部品端面・ファンや熱交換器のフィン
表面を素手で触れないこと。

　

接触禁止
けがのおそれあり。

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しないこと。

　

運搬禁止
けがのおそれあり。

20kg以上の製品の運搬は、1人でし
ないこと。

　

禁止
けがのおそれあり。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付けること。

　

指示を
実行

据付けたユニットに傾斜がある場合、ド
レン漏れのおそれあり。

お願い
• 据付け場所まで梱包のままで搬入してください。
• 下記のどちらかもしくはその両方で、転倒防止処置を実施してください。（次ページ図）
⑴転倒防止金具(本体付属)および、5.5×20木ねじ（D-1）で壁面固定
⑵床面固定金具(本体付属)および、M8またはM10アンカーボルト(現地手配)※1で床面固定
※1 ⑵のみ実施の場合は下表のアンカーボルトを使用してください。

ボルト呼径
M8の場合 M10の場合

箱抜き式 J形アンカー  コンクリート厚さ：180ｍｍ以上 コンクリート厚さ：180ｍｍ以上
埋込み式 J形アンカー 適合しません コンクリート厚さ：120ｍｍ以上
後打ち式樹脂アンカー コンクリート厚さ：120ｍｍ以上 コンクリート厚さ：120ｍｍ以上

• 転倒防止処置は、所定の場所へ搬入後直ちに(配管、配線作業の前に)実施してください。
• 各金具のピッチおよび穴形状詳細は17ページを参照してください。



20WT09169X01

4.据付工事

床面固定金具 

アンカーボルト 

転倒防止金具 

壁面固定時 
5.5×20木ネジ 
（D-1） 

既存のネジ流用 

工場出荷時 
MITSUBISHI

設定温度 運転/停止 

4-2. 届出・報告事項
お願い
室内ユニット側に据付報告書と保証書が入っていますので、据付けをされる方は全項目を書き入れ捺印のう
え、下記宛に報告をお願いします。
保証書はお客様に渡してください。
据付報告書の送付ルートは次のとおりです。
代理店・担当支社・販売会社
　　　　　　↓
三菱電機担当支社・担当販売会社
　　　　　　↓
三菱電機（製作所）に返却をお願いします。

不明の点がありましたら、三菱電機の担当営業所へ照会してください。
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5. 配管工事
冷媒配管・ドレン配管位置
「4-1-1. 据付前の準備（17ページ）」を参照してください。

5-1. 冷媒配管工事

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
いこと。

禁止

使用時・修理時・廃棄時などに、破裂・
爆発・火災のおそれあり。
法令違反のおそれあり。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。

[1] 冷媒配管工事の手順
お願い
• 「2-3-1[1] 冷媒R410A使用機器使用上のお願い（12ページ）」も再度確認してください。
• 既設配管を流用する場合の留意事項等は室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。
• 冷媒配管（液管・ガス管）からの水垂れ防止のため、防露断熱工事を施工してください。
• 設置環境に応じて冷媒配管の断熱材を強化してください。 
強化しない場合は、断熱材表面に結露することがあります。 
（断熱材…耐熱温度120℃・厚み15mm以上）
※ 高温多湿の条件で使用する場合、さらに断熱の強化が必要となる場合があります。 
詳細は弊社webサイトより「スリム技術マニュアル」（冷媒配管設計－冷媒配管の断熱）を参照してくだ
さい。WINK　www.mitsubishielectric.co.jp/wink

• 冷媒配管の断熱は耐熱ポリエチレンフォームで室内ユニットと断熱材および断熱材間の継目に隙間のない
ようにしてください。 
（配管が露出していると結露の原因になります。）
• 真空引きおよびバルブ開閉操作は、室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。
• 冷媒チャージと許容配管長については室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。

• 冷媒配管接続部はユニット内部にありますので、
右図のようにフィルターカバー、フィルターカ
バー枠、エアフィルター、吸込グリルを取外して
ください。

※ ろう付けの際は、ユニットの断熱材等を焦がさ
ないようにしてください。エアフィルターも取
外してください。(ろう付けの炎で溶けたり、変形
する原因になります。)

エアフィルター 

280形のみ

フィルターカバー枠 

フィルターカバー 

吸込グリル 

運転/停止 
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• このユニットは、左・右・後・下の4方向から配管取出し可能です。 
左および右配管の現地接続配管参考形状を下図に示します。(配管穴の位置は18ページを参照してください。)
※ 後からの取出しはPF-RP280BA形のみ

（単位:mm）
左配管 右配管 市販エルボ 

市販エルボ 現地ろう付け部 

現地ろう付け部 

背面 
背面 

S
Q
R

前面 
ガス管 

ガス管 

液管 
液管 

サイドパネル 
配管穴 サイドパネル配管穴 

2
8
2

2
8
2

1
1
1

1
1
3

7
1

7
3

171 40
16940

16
8

T

7４
 

74

 

2
4
2

2
4
2

変化寸法 Q R S T
224形 185 130 855 800
280形 187 129 1071 1031

• ろう付けは「無酸化ろう付け」をしてください。窒素ガスを用い圧力を0.03～0.05MPaに調節し、毎分3
～5ℓ流します。また、ろう付け部の加熱は窒素ガスが到達してからしてください。

5-2. ドレン配管工事

ドレン配管は断熱すること。 　

指示を
実行

不備がある場合、水垂れにより天井・床
がぬれるおそれあり。

• ドレン配管の施工時は以下に示す事柄を守ってください。
• ドレン配管は下り勾配（1／100以上）にしてください。
• ドレン配管の出口は臭気の発生するおそれのない場所に施工してください。
• ドレン配管は臭気硫黄系ガスが発生する下水溝には、入れないでください。 
（熱交換器の腐蝕・異臭の原因になります。）
• 接続部から水漏れのないように施工してください。
• 水垂れが起こらないように、断熱工事をしてください。
• 室内ユニット周辺が高温多湿雰囲気（露点温度23℃以上）で長時間運転すると、ドレンホースに結露す
る場合がありますので、そのような条件で使用する可能性がある場合は断熱材を貼付けるなどの処置を
してください。

• 室内を通るドレン配管は、市販の断熱材（発泡ポリエチレン比重0.03・肉厚10mm以上）を巻いてくださ
い。
• 最上階または高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にしてください。
• 客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。

• 施工後、ドレンが排水されていることを、ドレン配管最終出口部で確認してください。また、接続部等から
水漏れがないことも確認してください。
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5-2-1. ドレン配管施工時留意事項
※1 ドレン配管は下り勾配1/100以上とる。（排水側を下に。）
※2 ドレンパイプに一般市販部品の断熱材を巻く。
※3 ドレン配管の横引きは20m以下（高低差は除く）にする。 
（ドレン配管が長い場合、途中に支持金具を設けてドレン配管の波打ちをなくす。） 

(1) 禁止事項
※1 エアー抜きはつけない。（ドレンが吹き出る場合があります。）
※2 途中に山越えやトラップは作らない。

(2) 集合配管をとる場合
※1 ドレン出口部より約10cm低い位置に設置する。
※2 VP30程度の配管を使い、下り勾配を1/100以上とる。

5-2-2. ドレン配管工事の手順

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行うこと。

　

指示を
実行

水漏れにより家財がぬれるおそれあり。

ドレンホースの接続には、日本水道協
会規格品のビニール管用接着剤を使用
すること。

　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れにより家財がぬ
れるおそれあり。

• ドレン配管接続口はユニット内部にあります。吸込グリル等の取外し方は21ページを参照してください。
• このユニットは左・右・後・下の4方向からドレン配管取出し可能です。ユニットからの抜き穴位置は18
ページを参照してください。
※ 後からの取出しはPF-RP280BA形のみ
• 硬質塩ビパイプ一般管VP-20(外径φ26)を使用してください。
• ドレンパンのドレン出口と現地ドレン配管の接続にはドレンホース（D-4）を使用してください。
• 接続箇所は塩化ビニル用接着剤で接着のうえ、ホースバンド（D-5）で緩みのないように固定してください。

熱交換器 
ドレンパン 

ドレンホース（D-4） 

現地ドレン配管 

ホースバンド（D-5） 

ホースバンド（D-5） 

• 出口周辺に臭気が発生する可能性がある場合、ユニットからの臭気吹出しを防ぐため下図のように施工し
てください。

ドレントラップを施工する場合 ドレントラップを施工しない場合 

※ドレン配管先端が常に水中にあること 排水溝 

排水溝 

室内ユニット 室内ユニット 

N

NP N 

P

25ｍｍ以上 

50ｍｍ以上（N寸法の2倍以上）
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5-3. 断熱施工

配管接続部の断熱は気密試験後に行う
こと。

　

指示を
実行

断熱材をつけた状態で気密試験を行うと
冷媒漏れを検知できず、酸素欠乏のお
それあり。

配管は断熱すること。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれるおそれあ
り。

お願い
• 市販の冷媒配管を使用の場合は、液管・ガス管共に市販の断熱材を巻いてください。また、断熱材耐熱温度・
厚さが当社指定値以上であることを「2-3-2.断熱材」の項で確認してください。

• 冷媒配管の断熱処理は、液管とガス管を別々にしてください。

断熱材 仕上げテープ 

液管 

電線 ガス管 

断熱材 仕上げテープ 

液管 
電線 ガス管 

・ユニットとの接続部も断熱処理してください。 ・液管とガス管を同時に断熱しないでください。

• ユニットとの接続部～熱交換器の配管露出部は、同梱のパイプカバーで断熱処理をしてください。 
（パイプカバー(太)（D-2）、パイプカバー(細)（D-3）を使用してください。）

ガス管固定結束バンド 
取外さないでください 

輸送振動防止結束バンド 
ろう付け前に取外してください 

ここから熱交換器までを 
パイプカバー（小）（D-3）で断熱 

この間をパイプカバー（大） 
（D-2）で断熱 

現地配管および現地断熱熱材 
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6. 電気工事

電気工事をする前に、主電源を切るこ
と。

　

指示を
実行

けが・感電のおそれあり。

電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行うこと。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災のおそれあり。

6-1. 従来電気工事方法との相違
従来機から電気工事方法に変更はありません。

6-2. 電気配線工事

電源用端子台に単線とより線や異なっ
たサイズの配線を併用して使用しない
こと。

　

禁止
使用した場合、ねじ緩み・接触不良によ
り発煙・発火・火災のおそれあり。

配線に外力や張力が伝わらないように
すること。

　

指示を
実行

伝わった場合、発熱・断線・発煙・発
火・火災のおそれあり。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定すること。

　

指示を
実行

発熱・断線・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

配線の接続はねじの緩みのないように
確実に行うこと。

　

指示を
実行

ねじ緩み・接触不良により発煙・発火・
火災のおそれあり。

むき配線が端子台の外にはみ出さない
ように接続すること。

　

指示を
実行

むき配線同士が接触した場合、感電・発
煙・発火・火災のおそれあり。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
うこと。アース線は、ガス管・水道管・
避雷針・電話のアース線に接続しない
こと。

　

アース
接続感電・ノイズによる誤動作・発煙・発

火・火災・爆発のおそれあり。
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6-2-1. 配線作業時のポイント

電源には漏電遮断器を取り付けること。 　

指示を
実行

漏電遮断器はユニット1台につき1個設
置すること。
取り付けない場合、感電・発煙・発火・
火災のおそれあり。

以下の正しい容量の遮断器を使用する
こと。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用した場合、感
電・故障・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用すること。

　

指示を
実行

漏電・発熱・発煙・発火・火災のおそれ
あり。

(1) 電気工事について
• 配線リプレース（既設配線の利用）を行う場合は、本ページを確認後、室外ユニットの据付工事説明書に従っ
て配線の選定をしてください。また、内外別受電方式による新規配線も可能です。その場合は室外ユニット
の据付工事説明書に従って配線をしてください。
• 室外ー室内間配線、室内ー室内間の渡り配線を含めた総延長が80m以上となる場合は、電源重畳方式での
配線はできません。本ページを確認後、室外ユニットの据付工事説明書に従って配線工事をしてください。
• D種接地工事をしてください。
• 工場出荷時、内外接続線（AC200V仕様）は電源と信号の重畳方式となっています。 
極性がありますから端子番号どおりに接続してください。
• ユニットの外部では、リモコン線と電源配線が直接接触しないように施工してください。
• 天井裏内の配線(電源・リモコン・内外接続線)はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、
なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
• 電源線および内外接続線は途中接続しないでください。通信異常の原因になります。
• リモコン用端子台には、200V電源を絶対に接続しないでください。(故障の原因になります)
• 現地規格・国際規格に適合した配線を使用してください。
• 電源配線と室内ユニット接続配線には、規格に適合した配線（例：ポリクロロプレン配線）を使用してくだ
さい。それより軽規格の線は使用しないでください。（設計番号60245　IEC57規格準拠）
• アース配線は電源配線より長くしてください。
• 電源には接点間距離が3mm以上の全相遮断器（ブレーカーまたは漏電遮断器）を取り付けてください。 
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6-2-2. 配線の接続
下図に従って配線をしてください。

200V電線とは 
できる限り遠ざけること   

低電圧電線 取出穴 
（リモコン線など） 

リモコン伝送線用端子台・TB5
（極性なし） 

アース端子 

内外接続線用端子台・TB4(AC200V)
(S1・S2・S3極性あり） 

（内外接続線など）
200V電線取出穴 

制御箱内の端子台等の配置

※ 内外接続線にVVF平形ケーブル、またはキャブタイヤケーブル（VCTなど）を使用する場合は次項[1]、[2]
を参照してください。

※ 電源を内外別受電方式または室外ユニットより室内ユニットに電源を供給する場合は、別売配線リプレー
スキットの準備、室内電気品箱内の配線変更（コネクタ付け替え）および室外制御基板上ディップスイッチ
変更が必要になります。（室外ユニットの据付工事説明書参照）

※ 端子台に配線を接続する際、端子台のねじを外すと、端子台の銅板が外れてしまうおそれがあるので、銅板
が外れないようにしてください。

お願い
• 制御ボックスのカバーを取付ける際配線をはさみ込まないでください。 
断線の原因となります。
• 配線作業時にドライバー等で端子以外の基板部品に接触しないようにしてください。 
基板故障の原因となります。
• ユニットの電線穴位置は18ページを参照してください。
• サイドパネルに電線を通す場合は、貫通部にゴムブッシュ（D-6）を取付けてください。 
（電線管施工時を除く）
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[1] 内外接続線にVVF平形ケーブルを使用する場合
手順
1. ねじを緩め、電線を入れるスペースを確保する。 下座金が下がります。

2. 内外接続線を配線する。

〈1本の内外接続線を配線する場合〉
• 端子台に切り欠きがある場合は、電線を切り欠き
に差し込む。

切り欠き
12mm

内外接続線

端子ねじ

内外接続用端子台
<AC200V>
※S1·S2·S3 極性有り

〈2本以上の内外接続線を配線する場合〉
• 電線が同径の場合、両端の切り欠きに差し込む。 
 

• 電線太さが異なる場合、上下2段に分け電線を差
し込む。

切り欠き

3. 端子台ねじ部を締め付け、電線を固定する。

下座金が上がります。

お願い
• 片側2本の接続はしないでください。
• 同じ端子への3本以上の接続はしないでください。

• 異径電線の両側接続はしないでください。

• 単線を使用する場合、丸型圧着端子などの端末処理は
しないでください。

[2] 内外接続線にキャブタイヤケーブル（VCTなど）を使用する場合
お願い
• 絶縁スリーブ付きの絶縁処理をした丸型圧着端子を
使用してください。 電線

丸形圧着端子

絶縁スリーブ部
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6-2-3. 電気配線工事（電源重畳方式）
• 電源配線は、分岐開閉器、室内、室外の配線パターンとして下記の方法があります。 
事前に電力会社にご相談のうえ、その指示に合った配線をしてください。 
配線にあたっては、「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従ってください。
• 内外接続線(AC200V仕様)は電源と信号の重畳方式となっています。極性があるので端子番号どおりに接
続してください。 

｛ ユニット 
電源 

※1 ※2 室外ユニット 室内ユニット 

(A) (B)
(C)

(F)

(J)(E)

(D) 内外接続線 

アース 

漏
電
遮
断
器 

手
元
開
閉
器 

ま
た
は 

配
線
用
遮
断
器 

R

S

T

S1

S2

S3

S1

S2

S3

1

2
リモコン 

※1 電源には漏電遮断器を取付けてください。 
漏電遮断器は、インバーター回路用遮断器（三菱電機製NV-Cシリーズまたは、その同等品）を選定してく
ださい。

※2 漏電遮断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）または
配線用遮断器を取付けてください。

[1] ユニット電源配線
記号 （A） （B） （C） （D） （E）

機種
漏電
遮断器
定格電流

手元開閉器
配線用
遮断器
定格電流

ユニット
電源線太さ

内外接続線太さ（mm）
アース線
太さ
（mm）

開閉器
容量

B種
ヒューズ

総延長
50m以下

総延長
80m以
下

PUZ-ZRP224形 ,
PUZ-ERP224形

40A 60A 40A 40A 8.0mm2
φ 2.0

（3.5mm2）
φ2.6 φ 2.0

PUZ-ZRP280形 ,
PUZ-ERP280形

50A 60A 50A 50A 14.0mm2
φ 2.0

（3.5mm2）
φ2.6 φ 2.0

リモコン配線

記号 （F）
機種 リモコン線太さ

全機種共通 0.3mm2 のケーブル

室内ユニット配線 

記号 （J）
機種 アース線太さ

全機種共通 φ1.6mm

確認事項
• 漏電遮断器は下記仕様品または同等品を選定してください。

定格電流 15A 20A 30A 40A 50A 60A
漏電遮断器形名
定格感度電流
動作時間

NV30-Cシリーズ
30mA
0.1s 以内

NV30-Cシリーズ
30mA
0.1s 以内

NV30-Cシリーズ
30mA
0.1s 以内

NV50-Cシリーズ
30mA
0.1s 以内

NV50-Cシリーズ
100mA
0.1s 以内

NV60-Cシリーズ
100mA
0.1s 以内

※ NVは三菱電機製品の形名です。 

• 電線（C）の太さは、20mまでの電圧降下を見込んで選定していますので、20mを超える場合は、電圧降下
を考慮して「内線規程」などに従い、選んでください。
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• 内外接続線（D）は、最大80mまで延長できます。配線長さが50m以下の場合は2.0mm、配線長さが
50mを超える場合は2.6mmの電線を使用してください。内外接続線（D）は、VVF平形ケーブル（3心）を
使用し、心線の並び順に室内外ユニット端子台S1,S2,S3へ接続してください。（S2端子への接続の心線
はVVF平形ケーブルの真中の心線となるように接続してください。）
※ VCT等キャブタイヤケーブルの既設配線を流用する場合は、総延長30m以内に限り使用可能です。 
新規配線を行う場合は、総延長に関わらずVVF平形ケーブルを使用してください。

※ 室内外の渡り配線が80m以上になる場合は、内外別受電方式または室外ユニットより、室内ユニット
に電源を供給する方式にしてください。（室外ユニットの据付工事説明書参照）

• 漏電遮断器は取付位置等により、始動電流の影響で誤動作することがあります。適切な漏電遮断器を適切
な位置に設置してください。

お願い

周波数の切換え
• ユニットを50Hz地区で使用する場合は、制御箱内のファンモーター周波数切換えコネクター(ギボシ端
子)を差し換えてください。
※ 周波数切換えを行わないと、故障や風量低下等の原因になります。

ファンモーターへ 

50Hz(茶色)

差し換える 
青色 

工場出荷時 
60Hz(青色)
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6-3. システムコントロール
6-3-1. リモコンの取付け(別売MAスマートリモコンの場合)
• 油の飛沫や、蒸気が直接触れる場所には取付けないでください。
• リモコンの取付けは、リモコンに同梱の据付工事説明書に従ってください。
• リモコンコードの総延長は500mです。ただし、リモコンを2台接続で使用する場合は200m以下にして
ください。
• 0.3mm2の電線を使用してください。（現地手配）
• 誤動作する場合がありますので、多心ケーブルおよびシールドケーブルの使用は避けてください。
• リモコンコードはアース（建物の鉄骨部分または金属等）または、電源配線・内外接続線からできるだけ離し
て施工してください。
• リモコンコードはリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）
• リモコンの初期設定（主従設定、時刻設定など）についてはリモコンの据付工事説明書（設定編）を参照してく
ださい。

6-3-2. 伝送線配線
リモコンの配線はシステム構成によって異なりますので、以下の例に従ってください。

同時ツイン

TB1
TB4 TB4
室内ユニット

主リモコン
②

①

室内ユニット
TB5

冷媒
アドレス＝00

室外
ユニット

同時ツイン

TB1

TB4 TB4
室内ユニット

主リモコン 従リモコン
② ②

①
室内ユニット

TB5

冷媒
アドレス＝00

室外
ユニット

標準1：1 同時ツイン
室外

ユニット

②

③
①

③

①

冷媒
アドレス＝00
（親機）

冷媒
アドレス＝01
（子機）

室外
ユニット

TB1

室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

主リモコン
②

従リモコン

TB1

同時トリプル
冷媒
アドレス＝02
（子機）

室外
ユニット
TB1

TB4 TB4 TB4

TB5 TB5

TB4
室内ユニット
TB4

室内ユニット
TB4

TB5

（例3）

（例1） （例2）

冷媒系統ごとにリモコンを接続する場合
（標準1：1、同時ツイン、同時トリプル、同時フォー）

異冷媒系統グルーピングする場合

記号 名称
TB1 端子台(室外：電源および内外接続線)
TB4 端子台(室内：内外接続線)
TB5 端子台(リモコン伝送線)

※ 冷媒アドレスの設定は、室外ユニットのディップSWで設定します。（詳細は室外ユニットの据付工事説明
書を参照してください。）

※ 図中の①、②、③の番号は、次ページの[1]、[2]、[3]に対応しています。
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[1]  リモコンからの配線
• 室内ユニットのTB5（リモコン用端子台）へ接続します。（極性はありません）
• 同時マルチタイプの場合には、いずれか1台の室内ユニットTB5にのみリモコンを接続してください。異
なる機種の室内ユニットが混在する場合は、各室内ユニットが持つすべての機能（風速、ベーン、ルーバー
等）を操作することができます。

[2]  リモコン接続について
1グループに2台までリモコンが接続できます。
• 1グループにリモコンを2台接続した場合、主リモコンと従リモコンの設定をしてください。
• リモコン主従設定方法は、リモコンの据付工事説明書（設定編）を参照してください。
※ 1グループのリモコンが1台であれば、主リモコン設定（初期設定）から変更は不要です。
※ MAコンパクトリモコンを使用する場合は、1グループに1台のリモコンのみ接続可能です。
• MAスマートリモコンを追加する場合は、室内ユニット内蔵のリモコンの主従設定を「主」→「従」に設定し
てください。

[3]  異冷媒系統でグルーピングする場合
• リモコン配線によりグルーピングをします。グルーピングする各冷媒系統の任意の室内ユニット1台とリ
モコン線で渡り配線してください。
• 同一グループ内で異なる機種の室内ユニットが混在する場合、機能（風速、ベーン、ルーバー等）の多い室内
ユニットが接続されている室外ユニットを親機（冷媒アドレス＝00）としてください。
• この場合、  で囲まれた全室内ユニットを1グループとして制御します。
• MAリモコンでは最大16冷媒系統を1グループとして制御可能です。
• パワーシェア運転・スマートデフロスト運転を採用する場合、最大４冷媒までです。機能の詳細は室内ユ
ニットの取扱説明書を参照してください。
※ リモコンからの配線は上記[1]、[2]の条件を満たしてください。
• 異冷媒系統をグルーピングして、CO2排出量表示を行いたい場合は、室内基板のSW5-8をONに設定して
ください。但し、PF-RP・BA5形より前の機種とグルーピングする場合は、室内基板のSW変更は不要で
す。（SW5-8はOFFのままにしてください。）

確認

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝00

同時ツイン

TB4

TB1

TB5
室内ユニット

主リモコン

標準1：1

TB4

TB1

TB5

主リモコン 従リモコン

TB4
室内ユニット

TB4

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝00

標準1：1

TB4

TB1

室外
ユニット

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝01

同時ツイン

TB1

TB5 TB5
室内ユニット

主リモコン

TB4
室内ユニット 室内ユニット 室内ユニット

 ・ 同一冷媒系統の室内ユニットTB5への渡り配線は禁止です。渡り配線した場合、システムが正常に動作し
ません。

 ・ リモコン同士での渡り配線は禁止です。リモコンの端子台には配線は、１本しか接続できません。

お願い
• リモコン線の総延長は500mです。ただし、リモコンを2台接続で使用する場合は200m以下にしてくだ
さい。
• 0.3mm2の電線を使用してください。（現地手配）
• 誤動作する場合がありますので、多心ケーブルおよびシールドケーブルの使用は避けてください。
• リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属等）および電源配線・内外接続線が直接接触しないように
できるだけ離してください。
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お知らせ
• この項の説明文中の“リモコン”は、ユニット前面パネルの“操作部”と同じものです。
• ツイン・トリプル等、マルチ機種とグルーピングする場合の配線要領は、マルチ機種側の室内ユニットの据
付工事説明書を参照してください。

『主リモコン』『従リモコン』の設定方法
リモコン(操作部)が接続されていない場合は常に『主リモコン』とし、リモコンを接続する場合は接続したリ
モコンを『主リモコン』室内ユニット内蔵リモコンを『従リモコン』に設定してください。
(工場出荷時は『主リモコン』に設定しています。)
リモコンによる機能選択［3］⑴リモコン主／従設定（38ページ）に従って、主／従を設定してください。

6-3-3. ローテーション設定（別売MAスマートリモコンの場合）

• MAスマートリモコンにより2系統の1：1システムに
限り、ローテーション運転やバックアップ運転の設定が
可能です。
• ローテーション運転は、各系統を交互運転させ、運転時
間の均一化を図ることができます。
• バックアップ運転は、1系統が異常停止した場合でも待
機中の系統が起動し、空調を継続することができます。
• サポート運転(パワフルツイン冷房)は、1系統では能
力が不足する場合に、自動的に待機中の系統が起動し、
補助運転をします。

ローテーション設定を行う場合

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝00

標準1：1

TB4

TB1

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝01

標準1：1

TB1

TB5 TB5
室内ユニット

主リモコン

※リモコンを2台接続する場合は、
　リモコンの主従設定をしてください。
※設定は主リモコンからのみ可能です。

TB4
室内ユニット

異常停止 サポート運転条件
(手順5, 6で設定)

運転冷媒
アドレス＝00

冷媒
アドレス＝01

ローテーション運転 バックアップ運転 サポート運転

待機

運転

待機

ローテーション周期
(手順3, 4で設定)

運転

待機

運転

待機

バックアップ運転
(手順3, 4で設定)

サポート運転

運転

待機

運転

待機

サポート運転解除

手順
1. サービスメニュー画面で「設定」を選択し、[決定]ボタンを押す。

設定

その他
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2. 設定メニュー画面で「ローテーション設定」を選択し、[決定]ボタンを
押す。

設定メニュー

リモコン機能設定

機能選択
ローテーション設定

3. [F1]ボタンで「ローテーション」を選択する。

設定更新 決定

ローテーション
ローテーション設定

温度差サポート
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟのみ

ｶｰｿﾙ 内容 ﾘｾｯﾄ

+４℃

4. [F2][F3]ボタンでローテーション周期またはバックアップを選択する。
選択項目：無し、1日、3日、5日、7日、14日、28日、バックアップのみ
※ 1日～28日を選択した場合は、バックアップ機能も有効となります。
※ 「バックアップのみ」を選択した場合は、冷媒アドレス＝00の系統がメインとして運転し、冷媒アドレ
ス＝01の系統がバックアップとして待機状態となり、ローテーション運転されません。

5. [F1]ボタンで「温度差サポート」を選択する。

設定更新 決定

ローテーション
ローテーション設定

温度差サポート
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟのみ

ｶｰｿﾙ 内容 ﾘｾｯﾄ

+４℃

6. [F2][F3]ボタンでサポート運転が動作する「吸込み温度と設定温度の差」を選択する。
選択項目：無し、+4℃、+６℃、+8℃
※ サポート運転は冷房設定時のみ有効です。（暖房、ドライ、自動設定時は動作しません。）
※ サポート運転はローテーション設定で「無し」以外に設定した場合に有効になります。

7. [決定]ボタンを押し、設定を更新する。

※ [F4]ボタンを押すとローテーション運転時間がリセットされ、冷媒アドレス＝00の系統からの運転と
なります。

※ 冷媒アドレス＝01の系統がバックアップ運転中の場合は、冷媒アドレス＝00が運転に戻ります。

6-4. サービスメニュー（別売MAスマートリモコンの場合）

手順
1. サービスメニュー画面にする。
メイン画面から、「メニュー」－「サービス」より各種サービスメニューでの設定、操作をします。
※ サービスメニューを選択するとパスワード入力画面が表示されます。
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2. 現在設定されているサービス用のパスワード（数字4桁）を入力する。
※ [F1][F2]ボタンで桁を選択し、[F3][F4]ボタンで0～9の数字を
設定します。

3. 4桁のパスワードを入力後、[決定]ボタンを押す。
※ パスワードが一致すると、サービスメニューが表示されます。

設定

その他

お願い
• サービス用パスワードの初期値は「9999」です。管理者以外の方が設定変更しないよう必要に応じパ
スワードを変更してください。 
パスワードは必要な方が分るよう適切に管理してください。

お知らせ
• サービス用パスワードを忘れた場合、サービス用パスワード入力画面で [F1]ボタンを10秒以上連続
押しするとパスワードを「9999」に初期化できます。

6-5. リモコンによる機能選択
室内ユニットの内蔵リモコンは、MAリモコン（PAR-26MA2）相等品です。

リモコン機能選択
リモコン機能選択モードでは下記のリモコンの機能を設定変更できます。必要に応じ、設定変更をしてください。

大項目 中項目 小項目（設定内容）
1．言語切換

　（CHANGE LANGUAGE）

表示する言語の設定をします。 ・他言語表示ができます。

2．機能制限 (1)操作制限機能設定（操作ロック） ・操作制限（操作ロック）の範囲を設定します。
(2)自動モード使用設定 ・運転モードの｢自動｣使用有無を設定します。
(3)温度範囲制限設定 ・温度調節範囲（上限・下限値）を設定します。
(4)昇降機能モード使用設定 ・昇降機能モードの使用有無を設定します。

※本機種にはこの機能が無いため、設定無効になります。
(5)風向固定モード使用設定 ・風向固定モードの使用有無を設定します。

※本機種にはこの機能が無いため、設定無効になります。
3．基本機能 (1)リモコン主/従設定 ・主リモコン、従リモコンを切換えます。

※1グループ2台接続時どちらか一方を「従」設定にします。
(2)時計使用設定 ・時計機能の使用有無を設定します。
(3)タイマー機能設定 ・使用するタイマーの種類を設定します。
(4)異常時の連絡先設定 ・異常発生時に連絡先の電話番号を表示させることができます。

・電話番号の設定をします。
4．表示切換 (1)温度表示℃/ F゚設定 ・表示する温度単位（℃/ F゚）を設定します。

(2)吸込み温度表示設定 ・室内(吸込み)温度表示の有無を設定します。
(3)自動冷暖表示設定 ・自動モード運転時の｢冷房｣｢暖房｣表示有無を設定します。

機能選択の流れ
手順
1. 空調機が運転中の場合、[運転/停止]ボタンを押す。 
空調機が停止します。

2. [運転切換]ボタンを押しながら [タイマー入切]ボタンを2秒間押す。 
リモコン機能選択モードになります。
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3. [運転切換]ボタンを押して大項目を選択する。
4. [タイマーメニュー]ボタンを押して決定する。 
選択した大項目に対応するドット表示が表示します。

5. [タイマーメニュー]ボタンを押して中項目を選択する。
6. [タイマー入切]ボタンを押して決定する。
7. [タイマー入切]ボタンを押して小項目（内容）を選択する。
8. [運転切換]ボタンを押しながら [タイマー入切]ボタンを2秒間押す。 
通常画面に戻ります。

お知らせ
• リモコン機能選択から通常画面に移行すると、タイマー運転は停止します。

言語切換 

機能制限 

基本機能 

表示切換 

通常画面 
（空調機停止状態表示画面） 

操作制限機能設定 

自動モード使用有無設定 

温度範囲制限設定 

昇降機能モード使用設定 

風向固定モード使用設定 

時計使用有無設定 

タイマー機能設定 

異常時連絡先設定 

吸込み温度表示設定 

自動冷暖表示設定 

温度表示℃/ F゚設定 

設定詳細は［2］(2) 参照 

設定詳細は［2］(1) 参照 

設定詳細は［2］(3) 参照 

設定詳細は［3］(1) 参照 

設定詳細は［3］(2) 参照 

設定詳細は［3］(3) 参照 

設定詳細は［3］(4) 参照 

設定詳細は［4］(1) 参照 

設定詳細は［4］(2) 参照 

設定詳細は［4］(3) 参照 

 
  

リモコンの機能選択モード 
大項目 

中項目 小項目 

［運転切換］ボタンを押しながら
［タイマー入切］ボタンの2秒同時押し 

  ［運転切換］ボタンを押しながら
［タイマー入切］ボタンの2秒同時押し 

  

設定詳細は［1］参照 

※本機能は無く設定無効となります。

※本機能は無く設定無効となります。

CHANGE 
LANGUAGE( )

リモコン主/従設定 

※ユニット機能選択中、試運転中、 
 自己診断中は移行できません。 

※本操作により設定した内容は 
 リモコンに記憶されます。 

［運転切換］
ボタン

［運転切換］
ボタン

［タイマーメニュー］ボタン

［タイマーメニュー］ボタン

［タイマーメニュー］ボタン

［タイマーメニュー］ボタン

［タイマー
　メニュー］
ボタン

［タイマー
　メニュー］
ボタン

［タイマー入切］
ボタン

［タイマー入切］
ボタン

［タイマー入切］
ボタン

［タイマー
　メニュー］
ボタン

［運転切換］
ボタン

［運転切換］
ボタン
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ドット表示部 ドット表示は言語切替で設定した言語を 
表示します。本説明書は“日本語”を設
定した場合のドット表示を示しています。 

［風速］ボタン

［設定温度 

△

、△］ボタン

［時刻設定 

△

、△］ボタン ［タイマー入切］ボタン

［運転切換］ボタン

［タイマーメニュー］ボタン

［運転/停止］ボタン

［フィルター］ボタン

設定詳細
［1］言語切換設定
本設定により、ドット表示部に表示する言語を設定します。
[タイマーメニュー]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①日本語（JP）、②英語（GB）、③ドイツ語（D）、④スペイン語（E）、⑤ロシア語（RU）、⑥イタリア語（I）、
⑦中国語（CH）、⑧フランス語（F）

［2］機能制限設定
⑴操作制限機能設定（操作ロック）
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①no1 ：[運転／停止]ボタン以外操作ロック設定となります。
②no2 ：全ボタン操作ロック設定となります。
③OFF（初期設定値） ：操作ロック設定なしとなります。
※ 通常画面にて操作ロックを実行するには、上記設定後に通常画面で実行操作 [フィルター]ボタンと [運
転／停止]ボタン同時2秒押しが必要です。

⑵自動モード使用設定
運転モード自動有りユニットに接続されている場合、下記内容の設定を行うことができます。
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①ON（初期設定値） ：運転モード選択操作時に自動モードを表示します。
②OFF ：運転モード選択操作時に自動モードを表示しません。

⑶温度範囲制限設定
設定内容変更後は、変更した範囲内で温度変更が可能となります。
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①冷房モード ：冷房・ドライモードでの設定温度範囲を変更します。
②暖房モード ：暖房モードでの設定温度範囲を変更できます。
③自動モード ：自動モードでの設定温度範囲を変更できます。
④OFF（初期設定値） ：温度範囲制限は実行されません。
※ OFF以外が設定された場合、冷房、暖房、自動モードの温度制限設定が同時に実行されます。ただし、設
定温度範囲が変更されていなければ制限は実行されません。

[設定温度

△

]ボタン、または [設定温度△]ボタンを押すごとに設定値がアップ、ダウンします。
[風速]ボタンを押して上限値設定、下限値設定の選択を切換えます。
選択された設定内容は点滅表示しており、この温度値を設定します。
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設定範囲
冷房・ドライモード ：下限値：19℃～30℃
 上限値：30℃～19℃
暖房モード ：下限値：17℃～28℃
 上限値：28℃～17℃
自動モード ：上限値：19℃～28℃
 下限値：28℃～19℃
※ 設定範囲は接続されるユニット（スリム機種、フリープラン機種、中温機種等）により異なります。

［3］基本機能設定
⑴リモコン主／従設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①主：主設定となります。
②従：従設定になります。

⑵時計使用設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①ON ：時計機能が使用可能となります。
②OFF：時計機能が使用不可となります。

⑶タイマー機能設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます（いずれか一つを選択）。
①タイマー週間（初期設定値_MAデラックス時） ：週間タイマー使用可能となります。
②タイマーケシワスレ　ボウシ ：消し忘れタイマー使用可能となります。
③タイマーカンイ（初期設定値_MAスムース時） ：簡易タイマー使用可能となります。
④タイマー無効 ：タイマー未使用設定となります。
　※時計使用有無設定がOFF設定時は、“タイマー週間”は選択できません。

⑷異常時連絡先設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①CALL・OFF ：異常中に設定した電話番号は表示されません。
②CALL・0120＊＊＊＊＊＊＊：異常中に設定した電話番号を表示します。
　CALL・＿ ：左記表示時、電話番号を設定します。
電話番号設定方法
②設定時に下記設定操作により電話番号を設定します。
点滅しているカーソル（＿）を移動して、数字を設定します。
[設定温度△（

△

）]ボタンを押してカーソルを右（左）に移動させます。[時刻設定△]ボタンまたは [時刻設
定

△

]ボタンを押して、番号を設定します。

［4］表示切換設定
⑴温度表示℃／°F設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①　℃　 ：温度表示単位をセ氏表示にします。
②　°F　 ：温度表示単位を華氏表示にします。

⑵吸込み温度表示設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①ON ：吸込温度を表示します。
②OFF：吸込温度は表示されません。

⑶自動冷暖表示設定
[タイマー入切]ボタンを押して下記内容を切換えます。
①ON ：自動モード運転時、「自動冷房」または「自動暖房」表示のどちらかが表示されます。
②OFF：自動モード運転時、「自動」のみが表示されます。
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ユニット機能選択
変更が必要な場合のみ設定してください。
リモコンより必要に応じて各ユニットの機能を設定します。各ユニットの機能選択はリモコンからのみ設定可
能です。 
下記の表より機能選択が必要な項目を選択してください。
機能選択内容
※ 1グループにリモコンを2台接続した場合、従リモコンからは機能選択できません。

モード 設定内容 モード番号 設定番号 初期設定 チェック欄 対象号機

停電自動復帰
無し

01
1 ○ 00号機

全室内ユニットに対し
設定を行う項目です。

有り（電源回復後、約4分待機が必要です。） 2

室温検知位置
同時運転室内ユニット平均

02
1 ○

リモコン接続室内ユニット固定 2
リモコン内蔵センサー※1 3

ロスナイ接続
接続無し

03
1 ○

接続有り（室内ユニット外気取入無し） 2
接続有り（室内ユニット外気取入有り） 3

フィルター
サイン

100時間
07

1 01～04号機

またはAL

各室内ユニットに対し
設定を行う項目です。

2500時間 2
フィルターサイン表示無し 3 ○

省エネ暖気流
無効

12
1 ○

有効 2

※1 本機種のリモコンには、内蔵センサーはありません。

上記以外のモード番号の設定は変えないでください。

お願い
• 工事完了後、機能選択により室内ユニットの機能を変更した場合は、全設定内容を機能選択内容表のチェッ
ク欄に◯印などで記入して、確認してください。
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機能選択の流れ
“室温検知位置”の設定を例に機能選択の流れを以下に示します。
（実際の操作については手順1～12を参照してください） 

[設定温度

△

、△]ボタン　

[時刻設定

△

、△]ボタン

[運転切換]ボタン　

[タイマーメニュー]ボタン　

[運転/停止]ボタン

[フィルター]ボタン

[試運転]ボタン

[手順1]機能選択設定内容の確認 

[手順2]機能設定モードに移行 
　（リモコン停止状態で[フィルター]ボタンと
　　[試運転]ボタンを同時押し） 

[手順3、4]冷媒アドレスの指定→00（室外ユニット指定）  
（単－冷媒系では操作不要）

[手順5]号機の指定→00（室内ユニット指定）  
　[時刻設定

△

、△] ボタン、[タイマー入切] ボタン

  

[手順6]確定 
（[運転切換] ボタンを押す） 

（指定された室内ユニット→送風運転） 

[手順10]確定 
（[運転切換] ボタンを押す） 

[手順12]機能選択終了画面 
（[フィルター]ボタンと[試運転]ボタンを同時押し） 

[手順7、8]モード番号の選択→02（室温検知位置）  
[手順9]設定番号の選択 →3（リモコン固定）  
　[設定温度

△

、△] ボタン、[タイマーメニュー] ボタン

完了 

冷媒アドレス 
号機を変更 

YES

 

YES 

NO 

NO 

[手順11] 

手順
変更が必要な場合のみ設定してください。
1. 機能選択の各モードの設定内容を確認する。 
機能選択で各モードの設定内容を変更した場合、そのモードの機能が変わります。 
手順2～9に従い現在の全設定内容を確認し、機能選択内容表のチェック欄に記入のうえ、設定を変更して
ください。なお、工場出荷時の設定については室内ユニットの据付工事説明書を参照してください。

2. [フィルター]ボタンと [試運転]ボタンを同時に2秒以上押す。 
キノウ選択が点滅し、しばらくするとリモコンの表示が下図の表示になります。 

冷媒アドレス
表示部

3. [時刻設定

△

、△]ボタンを押して室外ユニットの冷媒アドレスNo.を選択する。 
冷媒アドレスNo.が00～15の間で前後しますので機能選択したい冷媒アドレスに合わせてください。
（単一冷媒系では操作不要です。）
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※ 機能選択および室温表示部に「88」を2秒間点滅後、停止状態となる場合は、通信異常が考えられます。伝
送路の近くにノイズ源がないか確認してください。

お知らせ
• 途中で操作を間違えた場合は、一度、[フィルター]ボタンと [試運転]ボタンを同時に2秒以上押して、機
能選択を終了し、再度、手順2より操作を行ってください。

4. [タイマー入切]ボタンを押す。 
号機表示部「－－」が点滅します。

5. [時刻設定

△

、△]ボタンを押して、室内ユニットの号機を選択する。 
号機が00→01→02→03→04→ALと変化しますので機能選択したい室内ユニットの号機に合わせ
てください。
号機表示部 

※ モード1～3を設定する場合は、「00」に合わせてください。
※ モード7～11を設定する場合は、
• 各室内ユニットごとに行なう場合は、「01～04」に合わせてください。
• 全室内ユニット一括に行なう場合は、「AL」に合わせてください。
6. [運転切換]ボタンを押し、冷媒アドレス、号機を確定する。 
しばらくするとモード番号表示部「－－」が点滅します。

モード番号 
表示部 

※ 室温表示部に「88」が点滅表示する場合、選択した冷媒アドレスがシステム内にありません。 
また、号機表示部が「F」となり、冷媒アドレス表示部とともに点滅表示となる場合は、選択した号機が存在
しません。手順3～5で冷媒アドレス、号機を正しく設定してください。

[運転切換]ボタンにて確定操作をすることにより、確定された室内ユニットが送風運転を開始します。機能選
択する号機の室内ユニットがどこにあるのか知りたい場合はこれにより確認してください。なお、号機が00、
ＡＬの場合は選択した冷媒アドレスの全室内ユニットが送風運転します。
例）冷媒アドレス00、号機＝02確定時の場合

室 外 
ユニット 

01号機 02号機 03号機 室内ユニット 

リモコン 確定操作 送風運転

冷媒アドレス=00 

※ 異冷媒系統でグルーピング時、指定した冷媒アドレス以外の室内ユニットが送風運転する場合、ここで設定
した冷媒アドレスの重複が考えられます。 
再度、室外ユニットのディップスイッチで冷媒アドレスの確認をしてください。

7. [設定温度

△

、△]ボタンを押して設定したいモード番号を設定する。 
設定可能なモード番号のみ選択できます。

モード番号 
表示部 

モード番号02＝室温検知位置 

8. [タイマーメニュー]ボタンを押す。 
現在設定されている設定番号が点滅します。これにより現在の設定内容を確認してください。

9. [設定温度

△

、△]ボタンを押して、設定番号を選択する。
設定番号 
表示部 

設定番号１＝同時運転室内ユニット平均 設定番号3＝リモコン内蔵センサ 
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10.	 [運転切換]ボタンを押して、手順3～9の設定内容を確定させる。 
モード番号と設定番号が点滅し登録を開始します。モード番号、設定番号の点滅が点灯に変り、設定が完了
します。

※ モード番号および設定番号が「－－－」となり室温表示部に「88」が点滅表示となる場合は、通信異常が考
えられます。 
伝送路の近くにノイズ源がないか確認してください。

11.	さらに、他の機能選択を行う場合は、手順3～10の作業を繰り返し行う。
12.	 [フィルター]ボタンと [試運転]ボタンを同時に2秒以上押す。 
しばらくすると機能選択画面が解除され、空調機停止画面へ復帰します。

※ 機能選択終了後、30秒間はリモコンより操作しないでください。
お願い
• 工事完了後、機能選択により室内ユニットの機能を変更した場合は、全設定内容を機能選択内容表のチェッ
ク欄に◯印などで記入して確認ください。
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7. 据付工事後の確認
据付工事が完了しましたら、下表に従ってもう一度点検してください。
不具合がありましたら必ず直してください。（機能が発揮できないばかりか、安全性が確保できません。）

7-1. 据付工事のチェックリスト

分類 内容 チェック欄 参照項目

室内外
ユニット据付

据付け場所の強度は製品の質量に耐えられますか 3項、4項

ボルト等で固定されていますか 4項

ねじ・ボルト等の緩みはありませんか 4項

水平に設置されていますか 4項

室内外ユニットの吸込口・吹出口が障害物で塞がれていませんか 3項

冷媒配管

誤配管はありませんか

5項冷媒の漏れはありませんか

冷媒配管の断熱は行われていますか

ドレン排水

ドレンは排水されていますか

5項接続箇所で水漏れはありませんか

ドレン配管の断熱は行われていますか

電気工事

配線ケーブルの太さは規定どおりですか 6項

誤配線はありませんか 6項

電源電圧は製品銘板の表示と同じですか ―

アース接続されていますか 6項

電気品カバー（パネル）は取付けられていますか ―

その他 「安全のために必ず守ること」を確認しましたか ―



44WT09169X01

8.試運転

8. 試運転
お客様立ち会いで試運転を行ってください。
試運転以外での長時間の運転はしないでください。
建築中の現場などで長時間運転しますと、ほこりやにおいが付着する場合があります。

8-1. 試運転の前に
• 室内・室外ユニット据付け・配管・配線作業終了後、冷媒漏れ・各配線の緩みおよび極性間違いがないか今
一度確認してください。
• 室外ユニットの電源端子台（Ｒ, Ｓ , Ｔ）と大地間を500Ｖメガーで計って、1.0MΩ以上あることを確認
してください。 （※）内外接続用端子台（S1 , S2 , S3）とリモコン用端子台（1 , 2）には絶対にかけない
でください。故障の原因になります。
※ 1.0MΩ未満の場合は、室外機の据付工事説明書を参照し対応してください。
• 電源を入れる前に室外ユニット基板の試運転スイッチ（SW4）がOFFであることを確認してください。
• 圧縮機保護のため運転を開始する12時間以上前に電源を入れてください。
• 機種により風量設定・停電自動復帰などの機能を切換える必要がある場合は、リモコンによる機能選択を参
照して設定変更してください。

お願い
• 運転を開始する12時間以上前に電源を入れてください。 
電源を入れてすぐ運転開始すると、故障の原因になります。 
シーズン中は電源を切らないでください。
• フィルターを外したまま運転をしないでください。 
内部に油、ごみが詰まり、故障の原因になります。

8-2. 試運転方法
試運転前に取扱説明書をお読みください。（特に「安全のために必ず守ること」の項目）

設定温度 運転/停止 

ﾀｲﾏｰﾒﾆｭｰ 運転切換 

ルーバー 

風   速 ﾀｲﾏｰ入切 

点検 試運転 換 気 

フィルター 上下風向 

ﾓﾆﾀ/ 設定 戻る 

クリア 時間設定 

[試運転]ボタン 

試運転中は運転ランプが
点灯します。 

試運転はタイマーにより
2時間で停止します。 

[運転／停止]ボタンの操作に
より試運転は停止します。 

運転モード表示部分 

配管温度表示部 

“試ウンテン”と
“運転モード”を
　交互表示します。 

リモコンの運転モード表示部が”PLEASE WAIT"表示の時はリモコン操作ができません。"PLEASE WAIT"
が消灯してから操作してください。
電源投入後、"PLEASE WAIT"は約2分間表示されています。※1

手順
1. 電源を入れる。
2. [試運転]ボタンを2度押す。 
”試運転”を表示します。

3. [運転切換]ボタンを押す。 
冷房運転・・・・冷風の吹出しを確認します。 
暖房運転・・・・温風の吹出しを確認します。（少し時間がかかります） 
送風・ドライ運転はできません
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4. [上下風向]ボタンを押す。 
オートベーンの作動を確認します。（“無効ボタン”と表示します。）

5. 室外ユニットのファンの運転を確認する。 
室外ユニットは、ファンの回転数をコントロールし能力制御をしています。そのため外気の状態によって
は、ファンは低速で回り、能力不足にならない限りその回転数を保持します。従って、このときの外風によ
りファンが停止または逆回転となることがありますが、異常ではありません。

6. [運転/停止]ボタンを押して試運転を解除する。
7. 電話番号を登録する。 
登録についてはリモコンの据付工事説明書を参照してください。

8. 電源を切る。

• 試運転は、2時間の切タイマーが作動し、2時間後に自動的に停止します。
• 試運転中の室温表示部には室内ユニット配管（液管）温度を表示します。
• 同時マルチ、個別ツインの場合は、すべての室内ユニットが運転することを確認してください。 
誤配線等でも異常表示しない場合があります。
※1 電源投入後、システム立上げモードとなり、リモコンの運転ランプ(緑)と運転モード表示部の
“PLEASE WAIT”が点滅します。 
また、室内基板のLEDは、LED1が点灯、LED2が点灯(アドレス0の場合)、または消灯(アドレス0
でない場合)、LED3が点滅します。 
室外基板のLEDは、LED1(緑)とLED(赤)が点灯します。（システム立上げモード終了後に
LED2(赤)は消灯します。） 
室外基板のLEDがデジタル表示の場合は、 と が1秒ごとに交互に表示されます。

• 以上の操作により正常に動作しない場合は下記の原因が考えられますので原因を取除いてください。
(下記の症状は試運転モードでの判定です。なお、表中の“立上げ”表示とは上記※1の表示を意味します。

症状 
原因

リモコン表示
室外基板 LED表示

 ＜＞内はデジタル表示の場合

リモコンが“PLEASE WAIT”表示して操作

ができない
“立上げ”表示後、緑のみ点灯＜00＞

• 電源投入後約3分間は、システム立上げ

中で“PLEASE WAIT”を表示します（正

常動作）

電源投入後約3分間“PLEASE WAIT”表示

後にエラーコード表示する

“立上げ”表示後、

緑1回／赤1回の交互点滅＜F1＞

• 室外ユニット端子台（R,S,Tと

S1,S2,S3）の誤接続
“立上げ”表示後、

緑1回／赤2回の交互点滅＜F3,F5,F9＞

• 室外ユニット保護装置コネクターの

オープン

リモコンの運転／停止ボタンをONしても

表示が出ない（運転ランプが点灯しない）

“立上げ”表示後、

緑2回／赤1回の交互点滅＜EA,Eb＞

• 内外接続配線間違い（S1,S2,S3の極性

間違い）

• リモコン伝送線ショート

“立上げ”表示後、緑のみ点灯＜00＞

• アドレス0の室外ユニットがない（アド

レスが0以外になっている）

• リモコン伝送線断線
リモコン運転操作しても運転表示するが、

その後すぐ消える
“立上げ”表示後、緑のみ点灯＜00＞

• 機能選択解除後、約30秒間は運転でき

ません。（正常動作）

※ リモコンの [点検]ボタンを連続2度押して自己診断ができます。エラーコードの表示内容は下表を参照してください。

液晶表示 不具合内容 備考
P1 吸込センサー異常
P2 配管（液管）センサー異常
P4 ドレンセンサ異常
P5 ドレンオーバーフロー保護作動
P6 凍結／過昇保護作動
P8 配管温度異常
P9 配管（二相管）センサー異常
PA ドレンオーバーフロー保護作動
PL 冷媒回路異常
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液晶表示 不具合内容 備考
PB（Pb） 室内ファンモータ異常
FB（Fb） 室内制御基板異常

U ※1, F ※1
室外ユニットの不具合
室外ユニットの電気配線図を参照してください

※1 英数字　FB除く

E0～E5 リモコンー室内ユニット間の通信異常
E6～EF 室内ユニットー室外ユニット間の通信異常
EE 内外組合せ異常

室内基板上のLED表示（LED1, 2, 3）の内容は下表を参照してください。
LED1（マイコン電源） 制御用電源の有無を表示しています。常時点灯していることを確認してください。

LED2（リモコン給電）
ワイヤードリモコンへの給電有無を表示しています。室外ユニットアドレス“0”に接続された室内ユ
ニットのみ点灯します。

LED3（室内外通信） 室内ユニットー室外ユニット間の通信を表示しています。常時点滅していることを確認してください。

8-2-1. 自己診断
リモコンで各ユニットの異常履歴を検索します。
① 自己診断モードに切換える。 
[点検]ボタンを3秒以内に2回押す。 
下図の表示になります。

変更操作してから約3秒後、自己診断冷媒アドレスが点灯から点滅に変 
わり診断処理を開始します。 

自己診断対象アドレスまたは、 
自己診断対象冷媒アドレス 

② 自己診断したいアドレスまたは、冷媒アドレスNo.を合わせる。 
[設定温度

△

、△]ボタンを押して自己診断したい自己診断対象アドレスNo.または、冷媒アドレスNo.に
合わせる。 
アドレスNo. 01～50 
冷媒アドレスNo. 00～15

③ 診断結果表示 〈異常履歴がある場合〉 
（異常コードの内容は室内ユニットの据付工事説明書またはサービスハンドブックを参照してください） 

アドレス3ケタまたは、号機2ケタ 異常コード4ケタまたは、2ケタ 

 

〈異常履歴がない場合〉　　　　　　　 〈相手が存在しない場合〉

④ 異常履歴リセット操作 
③の診断結果表示画面で異常履歴を表示させます。 

 

[タイマー入切]ボタンを連続で3秒以内に2度押しする。 
自己診断対象アドレスまたは、冷媒アドレスが点滅します。 
異常履歴がリセットされた場合、下図の表示になります。 
なお、異常履歴リセットに失敗した場合は異常内容が再度表示されます。

⑤ 自己診断の解除 
自己診断の解除には次の2とおりの方法があります。 
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[点検]ボタンを3秒以内に2度押す。
自己診断を解除し、自己診断前の状態になります。

[運転／停止]ボタンを押す。
自己診断を解除し、室内ユニットが停止となります。

（操作禁止状態時、この操作は無効です。）

8-2-2. リモコン診断
リモコンからの操作がきかない場合、本機能により、リモコン診断をしてください。
① 通電マークを確認してください。 
リモコンに正常な電圧（DC12V）が印加されてない場合、通電マークは消灯しています。 
通電マークが消えている場合は、リモコン配線、室内ユニットを点検してください。 

通電マーク 

② リモコン診断モードに移行 
[点検]ボタンを5秒以上押し続ける。
下図の表示になります。

[フィルター]ボタンを押す。
リモコンの診断を開始します。

③ リモコン診断結果
• リモコン正常時 

リモコンに問題はありませんので他の原因を調査してください 。
• リモコン不良時
（異常表示1）「NG」が点滅→リモコン送受信回路不良

リモコンの交換が必要です。
• リモコン診断したリモコン以外に問題が考えられる場合
（異常表示2）「E3」「6833」「6832」が点滅→送信不可

伝送線にノイズがのっている、あるいは室内ユニット、他のリモコンの故障が考えられます。伝送路、他
のコントローラを調査してください。

（異常表示3）「ERC」とデータエラー数を表示→データーエラーの発生

データエラー発生数とはリモコンの送信データのビット数と実際に伝送路に送信されたビット数の差
を意味します。この場合、ノイズなどの影響で送信データが乱れています。伝送路を調査してください。 

データエラー発生数が02の場合 

リモコンの送信データ 

伝送路での送信データ 

④ リモコン診断の解除 
[点検]ボタンを5秒以上押すと、リモコン診断を解除し、「PLESE WAIT」、運転ランプが点滅し、約30秒
後、リモコン診断前の状態に戻ります。
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9. サービス情報の登録　MAスマートリモコンの場合
リモコンへの形名、製造番号登録、ならびに販売店名やサービス店名、それぞれの連絡先を登録することで、異
常発生時、異常画面に表示することができます。
詳細はMAスマートリモコンの据付工事説明書（設定編）を参照してください。
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10. スムースメンテナンス機能
メンテモードとすることにより運転周波数を固定し、運転を安定させることで、リモコンに室内／室外ユニッ
トの熱交換器温度や圧縮機消費電流などのメンテナンスデータを収集することができます。
本機能は、運転中／停止中のいずれの状態でも可能です。
※ 安定運転には10～20分必要です。
※ 試運転中はできません。 
運転中のデータを確認する場合は、[運転／停止]ボタンによる“運転”またはメンテモード安定運転をさせ
て確認をしてください。

※ 室外ユニットとの組合わせにより一部機種は対応しておりません。 
本機能の有無は、カタログで確認してください。

表示例【吐出温度 64℃】

メンテナンスデータの収集
手順
1. [試運転]ボタンを3秒間押し、 メンテモードに切換える。

 メンテモード 表示 

2. [設定温度

△

、△]ボタンを押して冷媒アドレスを選定する。
表示 ・・・・ 

3. [タイマーメニュー]ボタン、[タイマー入切]ボタンまたは[風速]ボタンを押して、表示させるデータの種
類を選定する。

[タイマーメニュー]ボタン

[タイマー入切]ボタン

[風速]ボタン シツナイキ         
スイコミ オンド 

シツナイキ         
ネツコウ オンド 

シツナイキ         
フィルタージカンh

吸込温度 熱交温度 フィルター運転時間 

シツガイキ         
ネツコウ オンド 

シツガイキ         
トシュツ オンド 

シツガイキ         
ガイキ    オンド 

熱交温度 

 

吐出温度 

 

外気温度 

圧シュクキ ON 
ジカン   ×10h  

圧シュクキ ON 
カイスウ  ×100

圧シュクキ ON 
   デンリュウ（A） 

運転積算時間 

 

ON／OFF回数 

 

運転電流 
表示 

表示 

表示 

圧縮機情報 

室外ユニット情報 

室内ユニット情報 

※ フィルター使用時間は、フィルターリセットの操作した後からの経過時間を表示します。
4. [フィルター]ボタンを押して、確定する。 

表示 
にデータが表示されます。

約10秒後 

表示 

応答待ち 
-- --

64℃ 

【吐出温度表示例】 

点滅 

5. 手順2～4の操作の繰返しで、各データを確認する。 
6. メンテモードを解除する場合は、[試運転]ボタンを3秒間または [運転/停止]ボタンを押す。
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安定運転
メンテモードの状態で運転周波数を固定し、 運転を安定させることが可能です。停止中の場合は、 この操作で
運転を開始します。
手順
1. 「メンテナンスデータの収集（49ページ）」の手順1、2をする。
2. [運転切換]ボタンを押して、 運転モードを選定する。

表示 
レイボウ 
アンテイ 

ダンボウ 
アンテイ 

アンテイ 
カイジョ 

冷房安定運転 暖房安定運転 安定運転解除 
[運転切換]ボタン
運転モード

3. [フィルター]ボタンを押して、 確定する。
表示 安定状態 

10～20分後 
安定待ち状態 

※ 安定待ち状態でも、「メンテナンスデータの収集（49ページ）」の手順3～5の操作でデータを確認でき
ます。

4. 安定状態になったら、「メンテナンスデータの収集（49ページ）」の手順3以降の操作をする。
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11. お客様への説明
11-1. エンドユーザー向け特記事項

• 別冊の取扱説明書に従って、正しい使い方をご説明ください。とくに「安全のために必ず守ること」の項は、
安全に関する重要な注意事項を記載していますので、必ず守るようにご説明ください。
• お使いになる方が不在の場合は、オーナー様・ゼネコン関係者様や建物の管理人様にご説明ください。
• この据付工事説明書は、据付け後お客様にお渡しください。なお同梱の取扱説明書（および保証書）も必ず
お客様にお渡しください。
• お使いになる方が代わる場合は、この据付工事説明書と取扱説明書（および保証書）を新しくお使いになる
方にお渡しください。

お願い
• 本ユニットは身体的、知覚的および知能的な能力の低い人物（子供を含む）や経験および知識を有さない人
物には扱いいただけません。前記の人物が本ユニットを扱う際には、責任者が監視するか、事前に取扱方法
を指導することで安全を確保してください。

12. 法令関連の表示
標準的な使用環境と異なる環境で使用された場合や、経年劣化を進める事情が存在する場合には、設計使用期
間よりも早期に安全上支障をきたすおそれがあります。

12-1. フロン排出抑制法
この製品はフロン排出抑制法・第一種特定製品です。

1) フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。

2) この製品を廃棄・整備する場合には、フロン類の回収が必要です。

3) 冷媒の種類および数量並びにGWP（地球温暖化係数）は、室外ユニットの定格銘板
あるいはユニット内部の冷媒量記入ラベルに記載されています。

4) 冷媒を追加充てんした場合やサービスで冷媒を入れ替えた場合には室外ユニット
内部の冷媒量記入ラベルに必要事項を記入してください。



WT09169X01
　　　　　　　本社　〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）
冷熱システム製作所　〒640-8686　和歌山市手平6-5-66

ご不明な点がございましたらお客様相談窓口（別紙）にお問い合わせください。

三菱電機冷熱相談センター
0037-80-2224(フリーボイス)/073-427-2224(携帯電話対応)
FAX(365日・24時間受付)
0037(80)2229(フリーボイス)･073(428)-2229(通常FAX)
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